
Ｃ 

１第２回部落解放研究者集会

去
る
七
月
十
一
一
’
十
三
日
、
奈
良
県
あ
や
め
池
桃
山
荘
に
お
い
て
、

社
団
法
人
部
落
解
放
研
究
所
主
催
の
第
二
回
部
落
解
放
研
究
者
集
会

が
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
集
会
は
、
昨
年
七
月
の
第
一
回
研
究
者
集
会
、
ま
た
本
年
二

月
に
開
催
さ
れ
た
研
究
者
会
議
の
討
議
さ
れ
た
研
究
テ
ー
マ
や
問
題

提
起
を
更
に
発
展
さ
せ
る
為
に
開
か
れ
た
。

当
日
の
参
加
者
は
百
八
十
名
で
、
部
落
解
放
同
盟
中
央
執
行
委
員

長
・
松
井
久
吉
氏
、
大
阪
府
同
和
教
育
企
画
室
長
・
林
司
氏
、
大
阪
市

同
和
対
策
部
次
長
・
塚
谷
俊
夫
の
各
氏
か
ら
来
賓
挨
拶
を
受
け
た
。

な
お
、
地
元
の
奈
良
県
部
落
解
放
研
究
所
を
は
じ
め
京
都
部
落
史
研

究
所
、
東
京
部
落
解
放
研
究
会
、
福
岡
部
落
史
研
究
会
、
そ
し
て
長

崎
県
部
落
史
研
究
所
と
各
地
よ
り
も
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
た
。

第
一
日
目
の
全
体
会
で
は
、
司
会
を
村
越
末
男
部
落
解
放
研
究
所

事
務
局
長
が
行
な
い
、
原
田
伴
彦
同
理
事
長
の
主
催
挨
拶
の
あ
と
特

￣、

第
二
回
部
落
解
放
研
究
者
集
会
報
告

部

落
解
放
研
究
所
研
究
部
事
務
局

別
報
告
と
し
て
山
上
弁
護
士
よ
り
「
狭
山
再
審
請
求
の
現
状
と
課
題
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
報
告
を
受
け
た
。
続
い
て
各
部
門
か
ら
研
究
報
告

が
な
さ
れ
た
。

『
人
権
・
啓
発
部
門
』
よ
り
①
「
部
落
地
名
総
鑑
と
身
元
調
査
の

実
態
」
に
つ
い
て
木
津
譲
・
部
落
解
放
同
盟
大
阪
府
連
執
行
委
員
、

②
女
性
差
別
と
人
権
に
つ
い
て
高
木
典
子
・
研
究
所
所
員
、
『
行
政
・

経
済
部
門
し
よ
り
「
部
落
差
別
の
実
態
と
基
本
法
の
制
定
」
に
つ
い

て
友
永
健
一
一
一
・
研
究
所
事
務
局
次
長
よ
り
問
題
提
起
が
な
さ
れ
、
「
教

育
・
文
化
部
門
』
よ
り
「
今
日
の
解
放
教
育
の
課
題
」
に
つ
い
て
梅

原
達
也
全
国
同
和
教
育
研
究
協
会
常
任
委
員
、
「
歴
史
・
理
論
部
門
』

よ
り
「
部
落
解
放
理
論
の
論
争
点
」
に
つ
い
て
大
賀
正
行
・
研
究
部

長
よ
り
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
夜
の
分
散
会
に
入
っ
た
、
分
散
会
は
、
上
記

の
四
部
門
に
わ
か
れ
て
行
な
い
、
全
体
会
で
受
け
た
問
題
提
起
を
更

（
七
月
十
二
ｌ
十
三
曰
）
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